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 2018年度の北近畿地域連携センター年
次報告書を発⾏しました。昨年度本センター
で事業実施した①「北近畿地域連携会議」、 
②「北近畿地域連携シンポジウム」、③「地域 
研究プロジェクト」、④「包括協定」、⑤「ま 
ちかどキャンパス事業（福知⼭市・朝来市・丹 
波市連携事業、宮津市連携事業）」などについ 
て詳しく掲載しています。巻末には本センター 
の事業で実施したアンケート集計結果も収録し 
ました。北近畿地域連携センターのHP 
（http://www.fukuchiyama.ac.jp/kitare/） 
でも公開しておりますので、ぜひご⼀読頂けれ 
ば幸いです。 

報
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 去る5⽉28⽇（⽕）、2019年度北近畿地
域連携会議の会員総会をホテルロイヤルヒル福
知⼭＆スパで開催しました。 
 総会には当会議の会員、近隣⾃治体や⾼等学校
の関係者など多数の⽅にご臨席を賜りました。冒
頭に、当会議の代表幹事である井⼝和起学⻑が挨
拶を述べ、来賓を代表して京都府中丹広域振興局
の綾城義治局⻑（代理出席：鎌⽥誠企画振興室
⻑）からご挨拶をいただきました。 
 その後議事に⼊り、報告事項では第1期（2017 
〜2018年）の活動報告や第2期（2019〜2020年） 
の研究テーマの選定結果等が報告されました。 
    続く審議事項では、第2期の役員や運営⽅針、20 
19年度事業計画及び予算、第2期研究会の編成⽅針 
等が審議され、それぞれ承認されました。 
 最後に、副代表幹事である京都北都信⽤⾦庫の森 
屋松吉理事⻑から閉会の挨拶をいただきました。 
 2019年度も昨年度の成果をベースに北近畿地域 
のための調査研究、シンクタンク的活動を続けて参り 
ます。

報
告


Ⅱ  北近畿地域連携会議 会員総会

北　近　畿　地　域　連　携　セ　ン　ター

NEWSLETTER
Ⅰ 年次報告書



!2

 昨年度まで実施していた北近畿地連連携シンポジウムを発展させ、今年度から
はより参加者同⼠の未来志向の対話に重きを置いた場として「北近畿創⽣フュー
チャーセッション」を実施していきます。こちらの事業は京都府北部５市２町が構
成する京都府北部地域連携都市圏とも共催して⾏きます。 

 １回⽬のテーマは「健康⻑寿の地域づくりの未来」。講師には福知⼭市職員の⼩ 

林憲彦さんとウェルストーク豊岡の理学療法⼠の⽥村浩司さんをお招きします。 

 ぜひふるってご参加ください。 

 ○⽇ 時：2019年６⽉29⽇（⼟）14:00〜17:00  

   ○場 所：市⺠交流プラザふくちやま ３F市⺠交流スペース 

 ○共 催：福知⼭公⽴⼤学、京都府北部地域連携都市圏ほか 

 ○その他：⼊場無料、要予約 

案
内 

参加無料

日直


兵  京 
 
庫  都

北近畿創生 
フューチャーセッション

北近畿創生フューチャーセッション
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  『但⾺信⽤⾦庫』 
 但⾺信⽤⾦庫さんは⼤正15年
に創⽴された歴史ある地元⾦融
機関。兵庫県と京都府に29店舗
（平成30年３⽉現在）あり、最
近では「地域クラウド交流会」
を福知⼭で展開されています。 
 本学とは2017年５⽉26⽇に
包括協定を締結。北近畿地域連
携会議（副代表幹事）のほか、
協⼒講義などでもお世話になっ
ています。

Ⅲ  まちかどキャンパス
事業

 今号では、本センターが福知⼭市・丹波市・
朝来市の三市連携事業の⼀環として、取り組む
「福知⼭市・丹波市・朝来市⾼⼤連携研究会」
を紹介します。この研究会は、京都府南部およ
び兵庫県南部と⽐較し教員研修への参加が難し
い北部地域の教員に対し、研修の機会を提供す
るという地域貢献的意味合いに加え、⾼⼤共通
の教育課題について⾼校教員と⼤学教員とが共
に検討し教育実践の改善を図る研究プラット
フォームの構築を⽬指すことをその趣旨として
います。 

昨年度は研究会を２回開催。第1回は、京都
⼤学の⾼⾒茂教授をお呼びし「⼤学が求める⼈
材像と地域探究学習にて育成を⽬指す能⼒」を
テーマに、⼤学における地域連携の取り組みの
現状、京都⼤学の特⾊⼊試の現状、海外におけ
る⾼⼤接続の⼀事例としてＡＰプログラムにつ
いて紹介いただき、その後、参加者と意⾒交換
を⾏いました。 

第2回は、第1回の意⾒交換の際に話題と
な っ た 「 質 問 づ く り の ⼿ 法 （ Q u e s t i o n 
Formulation Technique：QFT）」について詳
細を知りたいという参加者からの声をうけ、未
来教育研究所の⾼⾒佐知研究開発局⻑をお呼び
し「『質問づくりの⼿法』とは」というテーマ
で、QFTについてグループワークを通して実際
にその過程を体験する研究会を実施しました。 

本研究会は今年度も継続し、２回程度実施予
定です。

 来たる７⽉13⽇13〜15 
時に市⺠交流プラザふくち 
やまにて昨年度の地域研究 
プロジェクトの成果報告会を 
開催予定です。今年度はより対話の 
要素を押し出すべく「ポスターセッショ
ン」形式にて発表します。詳しい情報が 
決まり次第ホームページにアップします
のでぜひお越し下さい。 

報
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写真：⾼⼤連携研究会の様⼦ 

 このコーナーでは北近畿地域連携
会議で活躍中の会員さんを紹介して
参ります。

北近畿地域連携会議 
会員紹介
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 元号も令和に変わり、⼼機⼀転ですね。本センターも４⽉
から新しい委員が１名、職員も１名追加となり、少しパワー
アップしました。今年度も昨年度以上に地域連「繋」を⽬指
して委員、職員⼀同がんばって参りますので、引き続きよろ
しくお願いします。 
                センター⻑ 杉岡 秀紀 

 2018年4⽉より福知⼭公⽴⼤学事務局職員として福知⼭市より派遣され、今
年度から北近畿地域連携センター（kita-re）の担当をさせていただくこととな
りました。地域に開かれた⼤学として、本学があらゆるセクターとの連携を推
進する上で、本学の窓⼝である本センターが設置された意義は⾮常に重要なも
のであると感じております。北近畿地域唯⼀の⼤学として地域に必要とされる
⼤学となるため、その⼀助になれるよう尽⼒したいと思います。

 4⽉より福知⼭公⽴⼤学に着任しまして、既に地域の皆様に⼤変お世話になっ
ております。韓国出⾝ですが、福知⼭を第⼆の故郷として考え、地域の⼈財育
成と地域活性化に微⼒でありながら貢献していきたいと思います。私の研究
は、既存の商学・経営学の研究領域に対して、経営組織論と⼈的資源管理論を
基礎とし、⽂理融合のアプローチにより、多様なテーマに挑戦し研究活動を展
開しています。商学・経営学の領域で蓄積されてきた研究成果と隣接学問の研
究成果を学際的に融合し、学問領域の壁を越えるネットワーキングと⽂理融合
のアプローチにより、複雑でかつ曖昧な社会現象に対する新たな理論構築をめ
ざしています。地域連携や地域活性化も多岐にわたっていますが、地域の皆様
のお知恵をいただき、本学と北近畿地域の真のネットワーキングを実現してい
く所存です。未熟な⾯が多いですが、何卒宜しくお願い申し上げます。 

外賀　豊樹

新任委員　

鄭　年皓

地域経営学部地域経営学科教授


新任事務局

北近畿地域連携センターⅣ

顔の見える
センター

委員・事務局紹介

　　福知山公立大学 
 北近畿地域連携センター 
 
住  所：福知山市字堀3370 
電  話：0773-24-7151 
FAX ：0773-24-7152 
Email : kita-re@fukuchiyama.ac.jp 
URL ：http://www.fukuchiyama.ac.jp/kitare/  
発行人:杉岡　秀紀 
発行日:2019年６月1日

片山　洋子


 2019年3⽉より北近畿連携センターkita-reの事務局臨時職員としてお世話に
なっております。私は福知⼭へ来て22年になります。移住して数年経った頃、
福知⼭市に初めてコンビニエンスストアができると話題になりましたが、それ
からいっきに数が増え、今ではとても便利な街になりました。四季折々の花が
咲き、季節を感じることができる福知⼭。そんた魅⼒たっぷりな福知⼭で⼤学
と地域と皆さまを繋ぐお⼿伝いができるように尽⼒する所存でございます。ど
うぞよろしくお願いいたします。 

編集後記
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